
　
荒
川
議
員
は
、
こ
の
４
月
よ

り
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

営
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ

て
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。（
要
旨
）
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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

安心して に
　
荒
川
議
員
は
「
国
保
が
都
道

府
県
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
っ
て
も
、
被
保
険
者
の
多

く
が
低
所
得
者
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
国
保
税
が
高
い
と
い

う
構
造
問
題
は
何
ら
解
決
し
な

い
ば
か
り
か
、
今
後
、
負
担
増

と
徴
収
強
化
が
迫
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
と
指
摘
。
国
保
問
題
の

解
決
に
は
、
国
庫
補
助
負
担
金

を
増
や
す
こ
と
、
都
道
府
県
が

保
険
税
抑
制
の
た
め
の
独
自
繰

り
入
れ
を
行
う
こ
と
や
保
険
税

一
元
化
を
さ
せ
ぬ
こ
と
、
市
町

村
に
一
般
会
計
法
定
外
繰
り
入

れ
解
消
や
徴
収
強
化
の
圧
力
を

か
け
ぬ
よ
う
求
め
る
べ
き
と
、

国
保
の
都
道
府
県
営
化
の
本
質

問
題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
に
立
っ
て
、
市
町
村
は
、

新
制
度
で
も
賦
課
・
徴
収
の
権

限
が
あ
り
、
本
市
は
今
後
も
法

定
外
繰
り
入
れ
を
維
持
し
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
の
値
下
げ
と
独

自
の
減
免
制
度
の
実
施
・
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。

健
康
格
差
の
広
が
り
に

対
応
す
る
国
保
に
　

　
荒
川
つ
ね
お
議
員
は
「
健
康

格
差
」
の
広
が
り
を
具
体
的
に

指
摘
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
基

盤
を
支
え
る
国
保
に
は
「
健
康

格
差
の
リ
ス
ク
を
も
つ
可
能
性

の
あ
る
人
が
多
く
入
っ
て
い
る
」

と
し
て
、
安
心
し
て
払
え
る
国

保
税
・
安
心
し
て
病
院
に
行
け

る
国
保
に
向
け
て
４
点
に
わ
た

り
質
し
ま
し
た
。

①
特
別
の
悪
質
滞
納
者
を
除
き
、

窓
口
医
療
費
10
割
負
担
の
資
格

証
の
発
行
の
中
止
、
交
付
基
準
の

改
善
で
資
格
証
発
行
の
減
少
を
は

か
る
こ
と

②
国
保
税
の
（
法
定
）
軽
減

対
象
か
ら
外
れ
た
低
所
得
者

世
帯
に
独
自
の
軽
減
を

③
子
育
て
支
援
策
と
し
て
国

保
税
均
等
割
に
つ
い
て
第
三

子
か
ら
全
額
免
除
を

④
国
保
は
低
所
得
者
が
大
半

を
占
め
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
、
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い

滞
納
処
分
の
厳
格
な
ル
ー
ル

化
と
実
態
に
つ
い
て

新
年
度
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
続
行

現
行
税
率
据
え
置
き
に
！

○イ
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
な
ど

に
よ
り
現
行
税
率
に
据
え
置

い
た
。

○ロ
資
格
証
発
行
世
帯
の
被
保

険
者
に
受
診
す
る
必
要
が
生

じ
、
か
つ
、
医
療
費
の
支
払

い
が
困
難
と
の
申
し
出
に
よ

り
、
生
活
困
窮
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
緊
急
的
な
救
済

と
し
て
、
一
カ
月
の
短
期
保

険
証
を
交
付
し
て
い
る
。
一

部
納
付
よ
り
１
〜
６
か
月
の

保
険
証
を
交
付
す
る
。

○ハ
滞
納
世
帯
へ
の
滞
納
処
分

に
つ
い
て
は
「
国
税
徴
収
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
給
与
等
の

差
押
え
基
準
に
基
づ
き
、
滞

納
者
の
生
活
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
適
正
に
行
っ
て
ゆ
く
。

掲載できなかった項目

＊安倍政治と市長の政治姿勢について
 ・憲法９条改憲・アベノミクス・社会保障改悪
＊施政方針、新年度予算案と市長の政治姿勢
 ・地域内交通・バスロケーションシステムなど
＊し尿くみ取り業務の合理化問題について
＊市民の安全・快適な暮らしと自衛隊基地問題
 ・ヘリ事故と騒音をめぐって

代表質問を行う荒川つねお議員

◆
国
交
省
工
事
認
可
が
間
近
と
い
う

中
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
本
市
の
日
本
初
の
全
線
新
設
軌
道

に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
は
、
大
企
業
・

ゼ
ネ
コ
ン
・
デ
ペ
ロ
ッ
パ
ー
奉
仕
の
新

た
な
仕
事
興
し
の
試
金
石
・
突
破
口

と
し
て
、
国
交
省
と
宇
都
宮
市
の
合

作
に
よ
り
す
さ
ま
じ
い
執
念
で
推
進

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
計
画
と
進
め
方

に
は
、
余
り
に
も
無
理
筋
が
多
す
ぎ
る
。

こ
の
ハ
ー
ド
ル
ク
リ
ア
な
く

全
国
へ
の
教
訓
あ
り
え
な
い

第
1
点
・
市
自
治
基
本
条
例
に
背
を

向
け
、
事
業
の
前
提
に
市
民
合
意
が

存
在
し
な
い
。

第
2
点
・
平
石
中
央
小
問
題
の
原
因

は
、
こ
の
地
域
の
軌
道
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
新
設
専
用
軌
道
な
の
に
、
併
用

軌
道
と
言
い
張
る
脱
法
的
手
法
で
辰

街
道
と
の
立
体
交
差
を
拒
否
。

第
3
点
・
東
西
一
体
で
１
０
０
０
億

円
を
こ
え
る
軌
道
事
業
な
の
に
、
減

価
償
却
費
を
計
上
し
な
い
赤
字
隠
し
。

第
4
点
・
市
民
の
生
活
の
中
を
走
る

ル
ー
ト
で
は
な
く
、５
０
０
億
円
も
か

け
て
、
利
用
す
る
市
民
は
一
日
わ
ず

か
６
４
０
０
人
の
需
要
予
測
に
見
ら

れ
る
費
用
対
効
果
も
落
第
点
だ
。
市

長
は
こ
ん
な
手
法
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
を

や
り
遂
げ
て
も
将
来
ま
で
胸
を
張
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
支
え
る
総
合
的

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
都
市
の
装
置
で

あ
り
、
多
岐
に
わ
た
り
、
様
々
な
効

果
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
関
係
機
関
な
ど
と
の

協
議
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
説
明
会

な
ど
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
取
り

く
み
、
議
会
の
議
決
を
得
な
が
ら
各

種
法
的
手
続
き
を
着
実
に
進
め
て
き

た
。
今
後
と
も
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
早
期
実
現
に

全
力
で
取
り
く
む
。

無理筋　多すぎる
市民との矛盾ますます拡大

　
福
祉
は
人
で
あ
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
介
護
保
険

料
引
き
上
げ
の
根
拠
と
低
所
得
者
対

策
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画

と
待
機
者
解
消
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
し
い
計
画
を
支
え
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
と

新
年
度
発
足
の
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
の
年
間
支
援
活
動
量
の
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
師
３
名
増
員

特
養
ホ
ー
ム
　
1
8
5
床
増

　
保
健
師
は
３
名
、
生
活
保
護
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
１
名
増
員
し
73
名
体

制
と
な
り
、
一
人
当
り
受
持
数
は
94

世
帯
（
国
基
準
80
世
帯
）
と
な
る
。

　
第
７
期
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
や
新
た
な
施

設
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
を
も
と

に
一
人
当
り
保
険
料
基
準
額
を
算
出

し
た
。
そ
の
上
で
応
能
負
担
の
細
分

化
を
第
６
期
同
様
11
段
階
に
設
定
し

た
。
国
の
公
費
に
よ
る
軽
減
措
置
を

最
大
限
活
用
し
、第
一
段
階
年
３
、１

０
０
円
の
軽
減
を
行
っ
た
。

　
特
養
ホ
ー
ム
は
、
新
た
に
１
８
５

床
整
備
し
、
今
後
待
機
者
が
発
生
し

な
い
よ
う
着
実
に
進
め
る
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

年
間
、
30
件
の
支
援
へ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
強
化
は
、

高
齢
者
人
口
が
多
い
２
セ
ン
タ
ー
に

職
員
を
増
員
、
高
齢
福
祉
課
内
に
「
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

支
援
を
強
化
す
る
。

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は
、

先
進
自
治
体
の
活
動
量
を
参
考
に
30

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

酒
井
保
健
福
祉
部
長

酒
井
保
健
福
祉
部
長

佐
藤
栄
一
市
長

ＬＲＴ強行ＬＲＴ強行

払える国保税
病院に行ける国保

！

新年度予算と福祉
　　  積極性　不十分明らかに―

　
健
康
格
差
と
は
、所
得
や
学

歴
な
ど
社
会
経
済
的
地
位
が

低
い
と
不
健
康
が
多
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
格
差
の
こ
と
。

　
健
康
格
差
の
研
究
は
80
年

代
か
ら
始
ま
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
っ
て
そ
の
要
因
に
つ
い
て

の
レ
ポ
ー
ト
も
あ
る
ほ
ど
、

す
で
に
欧
米
で
は
深
刻
な
格

差
の
一
つ
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
。
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市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論をする福田くみ子議員

LRTのメタボで くらし・福祉はダイエット

市総合コミセン2F 会議室

市総合コミセン2F 会議室

スポット
ライト
スポット
ライト

　代表・一般質問が始まる直前『LRT 室長、パワ
ハラか』『市民がメールで指摘』の報道があった。
　朝日新聞によると、昨年 12 月、事業を担当する
LRT 整備室長が用地買収担当の職員に怒声をあびせ、
暴力をふるうなどのパワハラ行為を市民にメール
で指摘されていたことが 3 月 1 日わかった。取材
に対し、室長と職員は共に『暴力行為はなかった』
と否定しているとのこと。
　この背景について荒川議員は代表質問で「市民
合意無視の強引さゆえに、市民や地権者、事業推
進側の職員にも大きな矛盾と圧力が生まれている
のは想像に難くない」と指摘している。
　LRT 計画を無理やり推進すれば、今後も市当局
の事務や職員の対応にかかわる市長メール等を通じ
た市民の様々な意見や苦情、告発が続くと思われる。
　その際、今回のようなパワハラ情報メールの場
合には、身内だけの調査や確認では公正な対応と
は言えない。こうした人権にもかかわる市長メー
ルなどの取り扱いは、第三者で対応するルールが
必要ではないだろうか。

過去最大
の予算？

　
自
主
財
源
比
率
は
下
落
傾
向
に

歯
止
め
か
か
ら
ず
、前
年
比
0
・
2

％
減
の
59
・
7
％
と
な
り
、
10
年
前

よ
り
一
割
近
く
下
落
。

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
民
税
の

う
ち
個
人
市
民
税
は
、
0
・
9
％
減
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
庶
民
に

は
届
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
。

　
市
長
は
過
去
最
大
の
予
算
規
模

と
胸
を
張
る
が
、
そ
の
要
因
は
、

未
だ
市
民
合
意
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
へ
の
国
県
か
ら

の
補
助
金
や
負
担
金
が
、
全
体
の

規
模
を
押
し
上
げ
て
い
る
だ
け
。

　
未
だ
市
民
合
意
の
確
認
な
し
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
関
連
費
用
2
0
3
億

9
4
4
1
万
余
。
こ
こ
に
は
議
案

48
号
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
基
金
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
る
県
か
ら
の
60
億

円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
駅
東
口
整
備
費
と
し
て

事
業
者
選
定
や
交
流
広
場
の
基
本

設
計
の
委
託
費
に
2
、0
9
8
万
円

余
。
2
、0
0
0
名
規
模
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
中
心
と
し
た
あ

り
き
た
り
の
駅
前
開
発
は
、
す
で

に
破
綻
し
て
お
り
見
直
す
べ
き
。

　
肥
大
化
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
予
算
に
圧

迫
さ
れ
、
身
近
な
暮
ら
し
の
予
算

は
や
せ
細
っ
て
い
る
。

　
安
心
安
全
対
策
費
2
、5
0
0
万

円
減
、
支
所
及
び
出
張
所
費
１
億
2
、

0
0
0
万
円
減
、
男
女
共
同
参
画

費
1
1
0
万
円
減
、
国
際
化
推
進

費
50
万
円
減
、
青
少
年
健
全
育
成

費
50
万
円
減
、
ご
み
減
量
化
推
進

費
5
5
0
万
円
減
、
資
源
化
推
進

費
1
0
0
万
円
減
な
ど
。

　
国
民
健
康
保
健
に
つ
い
て
新
年

度
か
ら
解
消
さ
れ
た
3
歳
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
分
2
、8
0
0
万
円
は
、
被
保

険
者
の
保
険
税
軽
減
に
回
し
、
高

す
ぎ
る
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

多
子
世
帯
の
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
均
等
割
り
の
免
除
等
の
対
策

は
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
。

　
議
案
第
44
号
の
国
民
健
康
保
険

広
域
化
に
よ
っ
て
構
造
的
問
題
は
、

解
決
し
な
い
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
。
行
政
改

革
の
名
の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
て

き
た
職
員
定
数
の
削
減
は
、
限
度

を
超
え
て
お
り
非
常
勤
も
含
め
た

予
算
定
数
は
前
年
比
1
1
1
名
分

が
削
減
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
消

防
職
員
、
保
健
師
、
消
費
生
活
相

談
員
、
図
書
館
司
書
、
生
活
保
護

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
職

員
の
配
置
は
、
不
十
分
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
へ
の
桁
違
い
の

ム
ダ
遣
い
を
や
め
れ
ば
…

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
制
度

と
バ
ス
カ
ー
ド
「
い
き
い
き
70
」

の
拡
充
、
地
域
内
交
通
の
地
元
負

担
の
軽
減
や
制
度
改
善
、
児
童
相

談
所
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
拡
充
な
ど

待
っ
た
な
し
の
課
題
に
回
す
べ
き
。

どうみる？ ＬＲＴ整備室
パワハラ報道問題

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を
つ
な
ぐ
「
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
と

し
て
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
、ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

第
1
の
理
由

第
1
の
理
由

第
1
の
理
由

第
1
の
理
由

第
2
の
理
由

第
2
の
理
由

第
2
の
理
由

第
2
の
理
由

第
3
の
理
由

第
3
の
理
由

第
3
の
理
由

第
3
の
理
由

第
4
の
理
由

第
4
の
理
由

第
4
の
理
由

第
4
の
理
由

第
5
の
理
由

第
5
の
理
由

第
5
の
理
由

第
5
の
理
由

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は

市
民
に
は
届
い
て
い
な
い
！

（要旨）

　
議
案
第
41
号 

…
介
護
医
療

院
の
基
準
を
定
め
る
条
例
案
。

介
護
医
療
院
と
は
医
療
を
提

供
す
る
介
護
施
設
。
財
源
は

保
険
料
に
跳
ね
返
る
介
護
保

険
。
医
療
・
介
護
難
民
を
増

や
す
内
容
。

　
議
案
第
42
号 

…
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
関
連
の
条
例

案
。
高
齢
者
と
障
が
い
者
が

同
一
の
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス

を
う
け
ら
れ
る
た
め
の
規
制

緩
和
。
理
念
も
専
門
性
も
全

く
別
の
も
の
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
が
懸
念
。

　
議
案
第
43
号 

…
介
護
保
険

料
月
額
の
平
均
7
5
0
円
の

引
き
上
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
厚
生
労
働
省
は
、進
行
す

る
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、「
2
0
2
5
年
を

目
途
に
、高
齢
者
の
尊
厳
の

保
持
と
自
立
生
活
支
援
の
目

的
の
も
と
で
、可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
実
現
し
て
い
く
」

と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
態
は
消
費
税
増
税

と
社
会
保
障
切
捨
て
の
一
体

改
悪
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
医

療
・
介
護
総
合
確
保
法
」
や

介
護
利
用
料
の
１
部
３
割
負

担
増
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
改

正
案
」
が
そ
の
内
容
で
す
。

中
身
は
社
会
保
障
費
削
減
ば
か
り

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
関
連
議
案
に
反
対

宝
木
市
営
住
宅
の
改
修
で
住
宅
課
と
懇
談

党
市
議
員
団
と
地
元
住
民

　
党
市
議
員
団
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
宝
木
市
営

住
宅
の
再
生
計
画
に
つ
い
て
、

住
宅
課
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
市
の
基
本
方
針
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
①
増
や
さ
ず
②
大

規
模
造
ら
ず
③
柔
軟
に
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
老
朽
化

し
た
二
階
建
て
住
棟
（
17
〜

44
）（
50
〜
59
号
棟
）の
除
去
。

②
耐
震
補
強
工
事
の
実
施（
１

〜
10
号
棟
）
③
順
次
必
要
な

住
戸
改
善
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
）
の
実
施
④
45
〜
49
号

棟
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と

い
う
も
の
で
し
た
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
的
に
は
、住
民
説
明
の

の
ち
、今
年
度
か
ら
住
居
移
転

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
築
建
て
替
え
は
な
し

　
結
局
、
新
し
く
立
て
直
す

計
画
は
な
く
耐
震
化
工
事
が

必
要
な
棟
に
実
施
し
、
ま
だ

ま
だ
、
こ
の
ま
ま
活
用
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

入
居
者
を
増
や
す
努
力
を

　
出
席
者
か
ら
は
、
住
宅
改

修
し
た
場
合
の
家
賃
の
問
題

や
若
年
世
帯
向
け
の
間
取
り

も
考
え
て
、
入
居
者
を
増
や

す
努
力
も
必
要
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

入
居
者
が
安
住
で
き
、

地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
に

　
駒
生
町
在
住
で
も
あ
る
天

谷
美
恵
子
党
市
医
療
・
福
祉

対
策
委
員
長
は
「
現
在
の
入

居
者
は
高
齢
者
が
圧
倒
的
で

引
っ
越
す
こ
と
も
困
難
で
す
。

現
在
、
住
ん
で
い
る
方
達
が

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
」と
の
べ
ま
し
た
。

　
荒
川
議
員
は
、
県
営
・

市
営
と
も
老
朽
化
と
空
家

が
目
立
ち
ま
す
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
つ
い
た
新
規
住

宅
の
建
設
も
組
み
入
れ
て

こ
そ
、
地
域
の
活
性
化
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
し
て
い
ま
す
。

！！

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

っ
て
な
ー
に
？

新年度予算に反対―福田くみ子議員が討論


